
中央公論美術出版
〒101-0051　東京都千代田区神田神保町 1-10-1
　　　　　　　　　　　　　　　　IVY ビル 6Ｆ

Tel: 03-5577-4797　Fax: 03-5577-4798

中央公論美術出版

Ａ５判上製函入　本文 772 頁　カラー口絵 16頁　　ISBN 978-4-8055-0893-0   C3071　2021 年 7月刊

東アジア仏像史論
藤岡　穣 著（大阪大学大学院文学研究科教授）

定価 19,800 円（本体 18,000 円 +税 10％）

　

　
「
東
ア
ジ
ア
仏
像
史
論
」 

と
題
す
る
本
書
で
は
、 

日
本
を
中
心
と
し
な
が
ら
、
中
国
以
東
の
東
ア
ジ
ア
の
仏
像
を
主
な
研
究
の

対
象
と
し
て
い
る
。

　

イ
ン
ド
で
生
ま
れ
た
仏
教
は
ア
ジ
ア
各
地
に
広
が
っ
た
が
、
こ
と
に
中
国
文
明
と
の
邂
逅
に
よ
っ
て
大
き
く
変
容
を
遂
げ
た
。

朝
鮮
半
島
や
日
本
の
仏
教
は
直
接
的
に
は
中
国
仏
教
を
受
容
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
東
ア
ジ
ア
の
仏
教
は
共
通
の
基

盤
を
も
つ
と
言
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

…

つ
ま
り
、
東
ア
ジ
ア
の
仏
像
は
中
国
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
た
共
通
の
土
壌
の
う
え
に
成
立
し
て
い
る
た
め
、
相
互
に

深
く
関
わ
り
が
あ
り
、
さ
ら
に
言
え
ば
補
完
性
を
有
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
総
合
的
に
考
え
る
こ
と
の
意
義
は
決
し
て
小
さ
く

な
い
は
ず
で
あ
り
、
こ
と
に
日
本
の
仏
像
を
考
え
る
た
め
に
は
東
ア
ジ
ア
的
視
座
は
不
可
欠
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
（「
は
じ
め
に
」
よ
り
抜
粋
）

釈迦如来像　奈良・安居院（飛鳥寺）

半跏思惟像（伝如意輪観音像）　京都・妙傳寺

千手観音菩薩像　大阪・葛井寺

九曜山摩崖造像　浙江省杭州市
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図像表現を解明した、密教造像の意義と展望を示す著者永年の研究成果。
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日本（飛鳥～鎌倉時代）、中国（南北朝～宋時代）、朝鮮（三国～統一新羅時代）の東アジア各地域・時代の
彫塑像の様式展開をたどり、さらには科学的調査の結果に基づいた長年にわたる研究の成果から精選・集成
された論考により、東アジア仏像史研究に新たな地平を開く。

像の形だけではなく、彫像を構成する様々な要素に注目し、平安時代を
主体とする彫刻史を展望する。仏像が制作のみならずその受容も含め、
多様な展開を遂げたことへの再認識を緻密な検討をふまえて考究する。

第 31回（2019 年）國華賞受賞


